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文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
が
、
７
月

　
　
３
日
、
４
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
縄
文
文

化
の
意
味
・
深
さ
・
歴
史
的
意
義
を

探
求
し
、
同
時
に
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
た

め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
縄
文
都
市
連
絡
協
議
会
に
参
加
し

て
い
る
市
町
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
地

域
で
開
催
さ
れ
、
今
年
で
12
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　
昨
年
９
月
、
洞
爺
湖
町
の
縄
文
遺

跡「
入
江･

高
砂
貝
塚
」を
含
む
、「
北

海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文

遺
跡
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
国
内
暫

定
リ
ス
ト
に
追
加
記
載
さ
れ
た
こ
と

や
７
月
に
Ｇ
８
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
の
開
催
地
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
協
議
会
へ
の
加
盟
と
２
０
０

９
年
の
洞
爺
湖
開
催
に
向
け
て
活
動

を
展
開
。
昨
年(

２
０
０
８
年)

11
月

に
宮
城
県
東
松
島
市
で
行
わ
れ
た
総

会
で
、
洞
爺
湖
町
開
催
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

　
縄
文
人
は
自
分
た
ち
を
取
り
ま
く

環
境
を
見
つ
め
て
自
然
と
の
共
生
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
動
物
を
か
た

ど
っ
た
製
品
や
土
偶
、
ス
ト
ー
ン
サ

ー
ク
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
な
ど
か
ら
は
、
彼
ら
の
自
然

に
対
す
る
「
感
謝
」
と
「
畏
敬
」
の

念
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
は
現
代
に
生

き
る
私
達
も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
き

っ
と
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
７
月
３
、
４
日
の
「
縄
文
シ
テ
ィ

サ
ミ
ッ
ト
in
と
う
や
湖
」
で
は
、
１

万
年
に
わ
た
っ
て
自
然
と
の
共
生
を

果
た
し
た
縄
文
人
の
「
心
」
を
テ
ー

マ
に
、
現
代
へ
託
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
考
え
、
縄
文
文
化
の
魅
力
や

歴
史
的
意
義
な
ど
に
触
れ
て
い
き

ま
す
。

現
代
へ
託
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

縄
文
人
の
「心
」を
知
ろ
う

自然を愛し　共に生き
必要なものを必要なだけ手にいれる
使える道具は、何度でも…何度でも…
最後まで大切に使い、丁寧に

土に返す…縄文人
彼らは、今の私たちをどう思うのでしょうか？

自然を愛し　共に生き
必要なものを必要なだけ手にいれる
使える道具は、何度でも…何度でも…

最後まで大切に使い、丁寧に
土に返す…縄文人

彼らは、今の私たちをどう思うのでしょうか？

第12 回第12 回



縄
文
時
代
と
は

■と　き　７月３日（金）13：15～16：00（13時開場）
■ところ　洞爺湖文化センター（入場無料）
▼オープニング　洞爺湖音頭・フラワービーンズ
◆「北海道の縄文遺跡　世界文化遺産への取組み」
  （伊達市・森町・函館市・洞爺湖町）
◆「地球への祈りと縄文文化」
　    講師　国際日本文化研究センター
                            教授　安田喜憲氏

■と　き　７月４日（土）９：30～12：30（９時開場）
■ところ　洞爺湖文化センター（入場無料）
▼オープニング　聖龍太鼓
◆記念対談(テーマ：人と自然との共生
　縄文人の精神文化に学ぶ)　
  小林達雄氏（国學院大學名誉教授）
　本田優子氏（札幌大学教授）
◆サミット
　コーディネーター　小林達雄氏
　パネリスト　縄文都市連絡協議会加盟都市首長

縄文都市連絡協議会
縄文シティサミットinとうや湖実行委員会

(事務局　74－3010)

主

催

縄文サミット特別展
「縄文人の心」

６月27 日～７月５日
於入江・貝塚館

　
　
文
時
代
は
、
今
か
ら
約
１
万

　
　
２
０
０
０
年
前
か
ら
約
２
０

０
０
年
前
ま
で
、
１
万
年
と
い
う

長
い
間
続
き
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
、
日
本
列
島
の
す
み
ず
み
に

広
が
り
ま
し
た
。

　
森
や
海
な
ど
の
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
資
源
を
利

用
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
道
具

を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
住
化
が
進
み
、
「
ム

ラ
」
が
つ
く
ら
れ
、
祭
祀
な
ど
も

く
り
返
し
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
「
貝
塚
」
も
自
然
の
恵

み
に
感
謝
す
る
た
め
の
「
送
り
」

の
場
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
縄
文
文
化
は
、
自
然
と
の
共
生

に
よ
り
生
み
だ
さ
れ
た
高
い
精
神

性
に
こ
そ
本
質
が
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
文
化
の
形
成
に
も
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。



　　成20年４月から始まりました長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入されている方のうち、保険料を年金から支

　　払われている方で、本年４月又は６月に「仮徴収額決定通知書」により通知のあった方は、６月が本年度２期目のお支

払い月となっています。

保険料率は、平成20年度と変わりません。（軽減措置
の一部を除く）

注）1年間の保険料に

ついて

＊月の途中で加入し

　た場合は、加入月か

　らの月割になります。

例）８月15日に加入→

　 １年間の保険料÷ 

　 12カ月×８カ月

  （８月～翌年３月）＝

   長寿医療制度の保

   険料

＊保険料の100円未満

　の端数は切り捨て

　ます。

均等割
【1人当たりの額】

43,143円

所得割
【本人の所得※1に応じた額】
（平成20年中の所得―33万円）×9.63%

１年間の保険料
（限度額50万円）

※１所得とは

前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得

控除額など。）を差し引いた額であり、社会保険料控除、

医療費控除、配偶者控除などの「所得控除」を適用する

前の額です。

なお、遺族年金や障害年金は、収入に含みません。

●年間保険料の計算方法（平成21年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　所得に応じて、均等割43,143円が以下のとおり軽減となります。（軽減は、加入者と

　　　　　　　　　　　　　　　　世帯主の所得の合計で判定します。加入者ではない世帯主の所得も判定の対象とな

ります。）

 均等割の軽減

33万円かつ加入者全員が年金収入80万円以下で他の所得がない

33万円

33万円＋（24万5千円×世帯主以外の加入者数）

33万円＋（35万円×世帯の加入者数）

8.5割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

6,300円

6,300円

21,571円

34,514円

4,300円

6,300円

21,571円

34,514円

所得が次の金額以下の世帯
平成20年度の均等割額 平成21年度の均等割額

軽減割合 均等割額 軽減割合 均等割額

例）年金収入168万円の1人世帯の軽減判定の所得の求め方

※特別控除額　65歳以上の方の公的年金などに係る所得については、さらに15万円を差し引いた額で判定します。

168万円
(年金収入)

15万円
(特別控除額)

120万円
(公的年金等控除額)

33万円
(軽減判定の所得)

8.5割軽減該当

保 険 料 の 軽 減 に つ い て

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ
平成21年度の保険料のお支払いと軽減の一部変更などについて

北海道後期高齢者医療広域連合
　011-290-5601
洞爺湖町役場住民課国保医療係
　74-3002

　政府は、保険料の軽

減について、次のとお

り一部見直しを決め、

均等割の「７割軽減」

対象の方は昨年度に

引き続き「8.5割軽減」

へと変更になりまし

たので、お知らせします。

　なお、対象になる方

には見直し後の保険

料額で「保険料額決定

通知書」を送付いたし

ますので、改めて手続

きをいただく必要は

ありません。

●保険料の軽減の一部変更について

均等割が8.5割軽減に
該当する方

加入者と世帯主の軽減判定
の所得の合計額が33万円以
下の方

12,942円

７割軽減 軽減後保険料

変　更　前

6,300円

8.5割軽減 軽減後保険料

変　更　後

※今回の変更で、均等割の７割軽減を受けられる方が8.5割
　軽減となるのは、平成21年度の保険料のみです。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※被用者保険の被扶養

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者であった方の保険

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料については、平成20年４月～９月の保険料を半年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間凍結し、平成20年10月～平成21年３月の半年間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、均等割を９割軽減としていたため、平成20年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と平成21年度の保険料額がかわります。

被用者保険とは

全国健康保険協会管掌健康保険や組合間掌健康保険、共済組合な

ど、いわゆるサラリーマンの健康保険のことです。市町村の国民

健康保険や国民健康保険組合は、含まれません。

　　　　　　　　　　　　　　　　加入者個人の所得で判定します。

　　　　　　　　　　　　　　　前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割が5割軽減となります。

例）年金収入180万円の場合

＊軽減判定→180万円―120万円（公的年金等控除）－33万円（基礎控除）＝27万円〈軽減に該当〉

＊所得割→27万円×9.63%×５割＝13,000円〈年間保険料のうち所得割額分〉

 所得割の軽減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害などで重大な被害を受けたときやその他の特別な事情で、生活が著しく困

　　　　　　　　　　　　　　　　　窮し、保険料を納めることが困難な方については、保険料が減免となる場合があ

ります。

　また、離職により、保険料を納めることが困難になった場合なども保険料が減免となる場合がありますので、詳しくは

住民課国保医療係へお問合せください。

●保険料の減税について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長寿医療制度に加入したときに、被用者保険

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の被扶養者だった方は、加入したときから２年

間、所得割がかからず均等割が軽減されます。平成21年度は、均等割が９割軽減され、年間の保険料額は4,300円です。

 被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減

被用者保険の被扶養者で
あった方の保険料

平成20年度保険料

　2,100円

平成21年度保険料

　4,300円

徴 収 方 法

年 度

年金支給月

税 額

自分で納付(普通徴収)

前　　半

年金からの引き落とし(普通徴収)

後　　　半

６月 ８月 10月 12月 ２月

18,000円
(年税額の1/2)

9,000円
(年税額の1/4)

9,000円
(年税額の1/4)

6,000円
(年税額の1/6)

6,000円
(年税額の1/6)

6,000円
(年税額の1/6)

18,000円
(年税額の1/2)

平成21年度（特別徴収の開始年）の納付（徴収）方法（例：平成21年度の年税額が36,000円の場合）
●年度の前半は、６月・８月に年税額

　の「１/４」ずつを自分で納付（普通

　徴収）します。

●年度の後半は、10月・12月・２月支給

　分の年金から、年税額から年度前半

　分を差し引いた残りの額（年税額の

　「１/６」ずつ）が引き落とし（特別徴

　収）されます。

住民税の年金からの引き落しが始まります。
税務財政課税務グループ（　74－3003）

　　成21年10月支給分の老齢基礎年金等の公的年金から、住民税の特別徴収（引き落とし）が全国一斉に始まります。

　　特別徴収（引き落とし）になることで、金融機関などへ出向く手間が省けるほか、支払う回数が年４回から６回に

なり、１回あたりの負担額が軽減されます。

　なお、この制度はあくまでも納付方法が変更になるもので、これにより新たな税負担が生じるものではありません。

■実施時期　

　平成21年10月支給分から始まります。

■対 象 者　

　住民税が課税される方のうち、前年（平成21年度の場合、平成20年）中に公的年金の支給を受けていた方で、当該年

　度の初日（平成21年度の場合、平成21年４月１日）に、65歳以上の公的年金の受給者です。

　※対象とならない方は、 老齢基礎年金の年額が18万円未満の方 公的年金に係る住民税の額が、老齢基礎年金額

　　から所得税、介護保険料、国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料を控除したのちの額を超える方。

■対象となる公的年金

　老齢又は退職を支給事由とする年金で、障害年金や遺族年金は対象となりません。

■対象となる税額

　公的年金などの所得に対する住民税の額に限ります。なお公的年金以外の収入（給与所得など）がある場合、その分

　に対しては、別途普通徴収または給与からの特別徴収（引き落とし）となります。

　　成21年10月支給分の老齢基礎年金等の公的年金から、住民税の特別徴収（引き落とし）が全国一斉に始まります。

　　特別徴収（引き落とし）になることで、金融機関などへ出向く手間が省けるほか、支払う回数が年４回から６回に

なり、１回あたりの負担額が軽減されます。

　なお、この制度はあくまでも納付方法が変更になるもので、これにより新たな税負担が生じるものではありません。

■実施時期　

　平成21年10月支給分から始まります。

■対 象 者　

　住民税が課税される方のうち、前年（平成21年度の場合、平成20年）中に公的年金の支給を受けていた方で、当該年

　度の初日（平成21年度の場合、平成21年４月１日）に、65歳以上の公的年金の受給者です。

　※対象とならない方は、 老齢基礎年金の年額が18万円未満の方 公的年金に係る住民税の額が、老齢基礎年金額

　　から所得税、介護保険料、国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料を控除したのちの額を超える方。

■対象となる公的年金

　老齢又は退職を支給事由とする年金で、障害年金や遺族年金は対象となりません。

■対象となる税額

　公的年金などの所得に対する住民税の額に限ります。なお公的年金以外の収入（給与所得など）がある場合、その分

　に対しては、別途普通徴収または給与からの特別徴収（引き落とし）となります。



　
　
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料
が
改

　
　
正
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で

は
、
虻
田
地
区
、
洞
爺
地
区
の
保
険

料
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
よ
り
同
一
の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

改
正
内
容
は
表
の
と
お
り
。

　
40
歳
以
上
の
方
が
被
保
険
者
（
加

入
者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を
負
担
し
、

介
護
や
支
援
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た

時
に
、
原
則
と
し
て
費
用
の
１
割
を

支
払
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
要
介
護
認
定
の

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
は
本
人
や

家
族
な
ど
の
ほ
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
も
代
行
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
定

期
的
に
更
新
申
請
の
手
続
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希

望
す
る
方
は
、
役
場
窓
口
（
役
場
本

庁
、
温
泉
支
所
及
び
洞
爺
総
合
支
所
）

で
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
訪
問
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

　
 
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
）
 
訪
問
看
護
 
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 
訪
問
入
浴
介
護

な
ど

●
通
所
や
短
期
入
所
し
て
受
け
る
サ

ー
ビ
ス

　
 
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

 
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ

イ
ケ
ア
）
 
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど

●
そ
の
他
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

　
 
福
祉
用
具
の
貸
与
（
歩
行
器
な

ど
）
 
住
宅
改
修
費
の
支
給
（
現
に

居
住
し
て
い
る
住
居
に
限
っ
て
、
手

す
り
の
取
付
け
や
段
差
の
解
消
な
ど

小
規
模
な
改
修
工
事
〈
20
万
円
の
範

囲
内
〉
に
対
し
、
工
事
費
用
の
９
割

分
が
申
請
に
よ
り
償
還
さ
れ
ま
す
。

事
前
申
請
〈
住
宅
改
修
前
〉
が
な
か

っ
た
場
合
な
ど
は
給
付
対
象
外
で
す
）

 
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給
（
腰
掛

便
座
、
入
浴
補
助
用
具
な
ど
）
な
ど

●
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
要
介
護
１

以
上
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
）

　
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
施
設
サ

ー
ビ
ス
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。
介
護

が
中
心
か
、
治
療
が
中
心
か
、
ま
た

ど
の
程
度
医
療
上
の
ケ
ア
が
必
要
か

な
ど
に
よ
っ
て
利
用
施
設
を
選
び
ま

す
。
 
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
 
介
護
老
人
保

健
施
設
 
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
病

院
、
診
療
所
）

●
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
で
、
認
知
症
の
状

態
に
あ
る
高
齢
者
が
５
人
〜
９
人
で

共
同
生
活
を
し
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事
な
ど
日

常
生
活
の
支
援
を
受
け
ま
す
。

介
護
保
険
料
が
改
正
に
な
り
ま
し
た

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
　
74-

３
０
０
１

介
護
保
険
制
度
と
は

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

手
続
き
が
必
要

介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
・

施
設
サ
ー
ビ
ス（
主
な
も
の
）

被保険者の区分 サービスを利用できる方

65歳以上の方

(第1号被保険者)

40歳から64歳の方

(第2号被保険者)

介護が必要と認定された方（どんな病気
やケガが原因で介護が必要になったのか
は問われません）

特定疾病が原因となって、介護が必要で
あると認定された方（関節リウマチや脳
血管疾患などの特定疾病以外の原因で介
護が必要になった場合は、介護保険の対
象にはなりません）

■平成21年度介護保険料　　　　　　　　 　　　(円/年額)

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

19,800円

19,800円

29,700円

32,900円

39,600円

49,500円

59,400円

22,200円 20,400円

22,200円 20,400円

33,300円 30,600円

44,400円 40,800円

55,500円 51,000円

66,600円 61,200円

老齢福祉年金の受給者の方
生活保護受給者の方

住民税非課税世帯で、所得と
年金の合計額が、80万円未満
の方

住民税非課税世帯で、所得と
年金の合計額が、80万円以上
の方

住民税課税世帯で、本人は非
課税で所得と年金の合計が
80万円以下の方

本人が住民税課税で、所得金
額が200万円未満の方

本人が住民税課税で、所得金
額が200万円以上の方

住民税課税世帯で、本人は非
課税で上記以外の方

軽減

通常

段階別 保険料 対象者
旧保険料

虻田地区 洞爺地区



　
　
去
最
多
の
５
、３
６
０
人
が
参
加

　
　
し
て
「
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
２
０

０
９
」（
主
催
洞
爺
湖
町
、
壮
瞥
町
、

室
蘭
陸
上
競
技
協
会
な
ど
）
が
５
月

24
日
開
か
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、

春
を
告
げ
る
洞
爺
湖
畔
を
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に
快
走
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
昨
年
を
参
加
総
数
で
１

９
７
人
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
限
る
と

３
０
２
人
も
上
回
る
過
去
最
多
の
出

場
者
で
、
道
外
か
ら
は
、
遠
く
は
九

州
、
沖
縄
な
ど
か
ら
６
０
０
人
が
出

場
。
最
高
齢
者
は
、
男
子
が
89
歳
の

後
藤
武
夫
さ
ん
（
恵
庭
走
ろ
う
会
）

で
、
女
子
は
75
歳
の
小
野
幸
子
さ
ん

（
も
み
じ
台
走
友
会
・
札
幌
市
）。

　
当
日
は
、
朝
方
薄
雲
っ
て
い
た
空

も
、
レ
ー
ス
開
始
時
に
は
青
空
が
広

が
る
好
天
と
な
り
、
ラ
ン
ナ
ー
は
、

午
前
８
時
50
分
の
親
子
２
 
を
皮
切

り
に
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
５
 
、
10

 
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
さ
っ
そ

う
と
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
２
 
コ
ー
ス
に
は
、
昨
年
続
い
て

橋
本
聖
子
参
議
院
議
員
、
堀
井
学
道

議
会
議
員
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
金

メ
ダ
リ
ス
ト
船
木
和
喜
さ
ん
が
招
待

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
の
男
子
総
合
１
位
に
は
、

東
京
都
の
斉
藤
太
一
さ
ん
（
だ
せ
わ

ク
ラ
ブ
）
が
、
初
出
場
で
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
同
女
子
は
千
葉
県
の

藤
澤
舞
さ
ん（
札
幌
市
役
所
）が
、
太

田
尚
子
さ
ん
の
９
連
覇
を
阻
止
し
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
、
虻
田
、
洞
爺
高
生
や

地
域
住
民
ら
が
、
給
水
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
疾
走
す
る
ラ
ン

ナ
ー
一
人
ひ
と
り
に
、
激
励
の
声
援

と
拍
手
を
送
り
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
商
工
会
な
ど
が
露
天

を
開
き
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
地
場

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
　
唄
市
出
身
で
、
洞
爺
湖
畔
に
あ

　
　
る
彫
刻
「
回
生
」
の
作
者
で
あ

る
世
界
的
彫
刻
家
安
田
侃
さ
ん
＝
イ

タ
リ
ア
在
住
＝
が
、
５
月
18
日
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
内
の
「
北
海
道
教
員

保
養
所
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
を
訪

れ
、
同
作
品
の
原
型
を
元
患
者
ら
の

会
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
77
年
の
有
珠
山
噴
火
で
閉
鎖
さ
れ

た
同
保
養
所
の
記
念
に
、
元
患
者
ら

の
会
「
ゆ
か
り
の
会
」
が
安
田
さ
ん

に
作
品
を
依
頼
し
、
昭
和
58
年
、
59

年
と
続
け
て
建
物
跡
地
と
湖
畔
に
二

体
一
対
と
し
回
生
を
設
置
。

　
今
回
の
寄
贈
は
、
３
月
に
展
示
コ

ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
製
作
す
る
際
の
試

作
品
と
も
い
え
る
高
さ
約
30
 
、
幅

約
25
 
の
原
型
の
寄
贈
が
実
現
し
ま

し
た
。

　
ゆ
か
り
の
会
元
副
会
長
の
三
瓶
修

さ
ん
は
「
素
晴
ら
し
い
も
の
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
や
観
光
客
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　
５
月
３
日
に
は
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
あ
る
同
保
養
所
の
模
型
を
寄
贈
し

た
函
館
工
業
高
校
の
卒
業
生
が
訪
れ
、

自
ら
製
作
し
た
模
型
の
展
示
を
見
て

「
こ
ん
な
立
派
な
と
こ
ろ
展
示
し
て

も
ら
い
う
れ
し
い
で
す
」
と
感
激
し

て
い
ま
し
た
。

世
界
的
彫
刻
家
安
田
侃
さ
ん
当
町
を
訪
問

「
回
生
」の
原
型
を
寄
贈

原型を寄贈した安田侃さん(右)とゆかりの会の三瓶修さん原型を寄贈した安田侃さん(右)とゆかりの会の三瓶修さん



　　月17日

　　2009生

涯スポーツ

フェスティ

バル（北海

道レクリエ

ーション協

会主催）が

あぶた体育

館で開かれ、

スポーツ吹き矢やスポレックなど新しいスポーツに約50人

が挑みました。

　スポーツ吹き矢は、筒に矢を入れて６�先の的を目がけ

て放ち、当てた点数を競うもの。外国の同種の競技と違って、

呼吸法をとりいれているのが日本の特徴で、健康増進にも

効果があるといいます。

　参加者は、指導者から説明を聞き、一人ひとりが矢を吹き

とばし感触を楽しみました。また、午後からはスポンジボー

ルを打ち合うスポレックで、汗を流しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 島忠昭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん（洞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３）が主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宰する美術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教室に通う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾野寿馬く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んと青葉智

寛くん＝おなじくとうや小学校５年＝が、昨年に引き続き

著名な絵画展で入賞を果たしました。

　尾野くんは、10号の油絵「貝と水差し」が３月に開かれた

「第41回ユネスコジュニア世界児童絵画展」で優秀個人賞を

獲得しました。同賞は7人だけの受賞で、道内では唯一人。

　青葉くんは、２月に行われた「第54回全日本学生美術展」

に油絵「水差しとブロック」を出展（10号）し、油絵部門で佳

作賞を受賞。約6、700点の応募の中、道内から小学生では唯

一人選ばれました。

　指導している大島さんは「二人の個性がでている。技術に

走らず子どもらしい自然さが魅力です」と作品を評価。

　二人は、「うれしかった。来年は特選を目指したい」とはに

かみながら応えてくれました。

　　回目を迎える「とう

　　や湖観光朝市」（岡崎

進会長）が、湖畔遊歩道広

場で５月17日(日)今年も

スタートしました。

　開始時間の６時前には、

住民や観光客の人たちが

訪れ、朝取りのグリーン

アスパラやホウレン草、

ウド、フキ、ワラビなど新

鮮な旬の地場産品を買い求めていました。

　同朝市は、９月27日までの毎週日曜日午前６時～同８時

まで営業しています。

　　009年春の叙勲で、三浦敦

　　子さん（虻６区）が、30年

にわたる人権擁護の活動が認

められ、瑞宝双光章に輝きま

した。

　５月14日には、役場庁舎を

訪問し、長崎町長に受賞の報告を行いました。

　三浦さんは、昭和54年に人権擁護委員となり、現在は、室

蘭人権擁護委員協議会会長を務めています。

　「30年はあっという間でした。自分も勉強させられまし

た。光栄に思います」と受賞を喜んでいました。

入賞した青葉智寛くん(左)と尾野寿馬くん入賞した青葉智寛くん(左)と尾野寿馬くん

初めての吹き矢にチャレンジする参加者初めての吹き矢にチャレンジする参加者

瑞宝双光章に輝いた三浦敦子さん瑞宝双光章に輝いた三浦敦子さん

新鮮な地場産品を提供する観光朝市新鮮な地場産品を提供する観光朝市



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どもの日の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月５日「ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーヤこどもの日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009」（ネイパル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洞爺主催）が町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内岩屋の同所で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行われ、600人を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越える家族連れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で賑わいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このイベント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、毎年こども

の日に合わせて開催。

　当日は、和太鼓、アフリカ太鼓などのステージ、ザリガ二

観察や縄文土器づくり、木工などの体験、射的やヨーヨー釣

り、竹馬、フラフープなどの遊びコーナーなどがあり、子ど

もらは、趣向をこらした様々な遊びを体験し、楽しい休日を

過ごしました。

　　そびフェスタＩＮ洞爺湖（とうや湖レクリエーション

　　クラブ主催）が、５月９日母と子の館で開かれました。

約50人の児童らが新旧の遊びにチャレンジしました。

　はじめに、英語と日本語による絵本の読み聞かせが行わ

れ、続いてお手玉、あや取り、けん玉、モノフリングなど９種

目の遊びを楽しみました。

　最後に、アメリカの円形で行うおにごっこ「ダック・ダッ

ク・デュース」と

イギリスのおに

ごっこ「おかず

は何ですか」を

行い、会場は遊

びを楽しむ歓声

につつまれてい

ました。

　　文時代を知

　　ろうと「縄

文まつり」（縄文

シティサミット

inとうや湖実行

委員会主催）が、

５月17日貝塚公

園で行われまし

た。

　７月３日、４日開催される「縄文シティサミットinとうや

湖」の機運を盛り上げようと開かれたもので、約100人の子

どもらが、火おこしや土器の野焼きなどを通して縄文の世

界を体感しました。

　長方形の板に棒状の木を回転させてその摩擦で火をおこ

す「火おこし」に体験した子どもらは、中々火がおきず、縄文

時代の厳しさを身をもって経験。そのほか、「うなり木」や「箸

づくり」にも挑戦し、土器の野焼きも行われました。

　お昼には、鮭やホタテが入った縄文鍋が振舞われ、会場は

鍋をおいしく食べる笑顔でいっぱいでした。

　午後からは、どんぐり的当てや縄文クイズを行い、子ども

らの歓声が響く一日となりました。

　　月９日（土）教育委員会が主催して、午前９時から洞爺

　　地区にある洞爺湖ぐるっと彫刻公園の彫刻大小10基の

清掃が行われました。

　関係者のほかボランティア町民13名が参加して、ほこり

などで汚れた彫刻をひとつひとつ丁寧に清掃。周囲のごみ

も拾い、湖畔の

公園が一段と美

しくなりました。

きれいに清掃さ

れた彫刻に訪れ

た人びとらの目

を惹いていました。

縄文土器作りに熱中する親子縄文土器作りに熱中する親子

彫刻を丁寧に洗う子どもら彫刻を丁寧に洗う子どもら

火おこしに悪戦苦闘する火おこしに悪戦苦闘する

ツイスターゲームで片手だけで体を支えるツイスターゲームで片手だけで体を支える



　
　
年
12
月
８
日
第
４
回
日
本
ジ
オ

　
　
パ
ー
ク
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

日
本
で
初
め
て
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

パ
ー
ク
を
は
じ
め
７
カ
所
が
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
５
月
に
は
、
こ
の
７
つ
の
地
域

の
ほ
か
こ
れ
か
ら
認
定
を
目
指
す
地

域
も
含
め
て
20
地
域
が
加
盟
し
て

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｊ
Ｇ
Ｎ
）
が
発
足
し
、
日
本
で
の

本
格
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
洞
爺
湖
の

ほ
か
「
ア
ポ
イ
岳
」（
北
海
道
様
似
町
）、

「
糸
魚
川
」（
新
潟
県
）、「
南
ア
ル
プ
ス

〈
中
央
構
造
線
エ
リ
ア
〉」（
長
野
県
・
山

梨
県
・
静
岡
県
）、「
山
陰
海
岸
」（
京
都

府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
）「
島
原
半
島（
長

崎
県
）の
６
カ
所
。

　
こ
の
う
ち
、
洞
爺
湖
と
糸
魚
川
と

島
原
半
島
の
３
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
に
申
請
し
て
お
り
、
こ
の
秋
に

も
加
盟
の
可
否
が
決
定
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

「
素
材
と
し
て
は
す
ば
ら
し
い
も
の

ば
か
り
。
改
め
て
洞
爺
湖
周
辺
の
魅

力
を
感
じ
て
い
ま
す
。」

　
洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
の
職
員
採

用
に
応
募
し
、
洞
爺
湖
の
魅
力
を
発

信
す
る
「
観
光
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と

し
て
採
用
さ
れ
、
５
月
11
日
付
け
で

就
任
し
ま
し
た
。

　
道
東
の
厚
岸
町
出
身
。
高
校
卒
業

後
、
東
京
で
情
報
誌
系
の
企
業
に
就

職
し
、
10
年
前
に
北
海
道
に
Ｕ
タ
ー

ン
。
旅
行
雑
誌
の
編
集
者
を
経
て
、

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
観
光
地

を
取
材
し
な
が
ら
「
地
元
に
根
付
い

た
観
光
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う

想
い
が
強
ま
り
、
今
回
の
応
募
に
。

　
来
年
は
、
洞
爺
湖
温
泉
開
湯
１
０

０
年
と
い
う
節
目
で
、「
そ
れ
を
目
玉

に
様
々
な
企
画
を
考
え
た
い
」
と
早

速
洞
爺
湖
売
り
込
み
に
懸
命
で
す
。

　「
ま
ず
は
地
域
の
人
達
と
の
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
や

エ
コ
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
、
様
々
な
洞

爺
湖
の
財
産
を
広
く
発
信
し
て
い

き
た
い
」。

－第３回－－第３回－

企画防災課 　74-3004企画防災課 　74-3004

約430年万年前から平成噴火までの火山活動の痕跡を観
察でき、同時に火山がもたらした特色ある地形が魅力。

島原半島地域

海岸線に沿って、数十万年前による海成段丘や過去の
大地震に伴って室戸岬が隆起してきた痕跡がわかる。

室戸地域

3,000m級の高山を
10座有する日本代
表する山岳地域。
海洋プレート沈み
込み帯で起こった
様々な現象を狭い
地域で集中してみ
ることができる。

南アルプス
（中央構造線エリア）

プレート同士の
衝突で地表に押
し上げられたか
んらん岩の山。大
変貴重な地下深
くで発生したマ
グマの痕跡を見
ることができ、高
山植物も80種以
上が生育している。

アポイ岳

古生代から現在まで5億年の幅がある多様
な地質。糸魚川－静岡構造線などの断層や
海谷渓谷、姫川渓谷などの特色ある地形に、
世界最古のひすい文化がある。

糸魚川地域

日本列島が、アジア大陸から分離し
た時代の岩石から、今日に至るまで
の経過を見ることができる海岸。

山陰海岸地域

認定された日本ジオパークの地域

洞爺湖・有珠山

洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会「
観
光
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」

後
藤
洋
子
さ
ん

「洞爺湖の良さをアピールしたい」と意気込む後藤洋子さん「洞爺湖の良さをアピールしたい」と意気込む後藤洋子さん



　
　
爺
湖
消
防
署
で
は
４
月
に
入
り

　
　
火
災
が
多
発
い
た
し
ま
し
た
。

内
訳
と
し
て
は
建
物
が
４
件
、
野
火

が
５
件
、
車
両
と
山
林
が
そ
れ
ぞ
れ

１
件
の
計
11
件
と
な
っ
て
お
り
、
う

ち
建
物
３
件
に
つ
い
て
は
不
審
火
（
放

火
又
は
放
火
の
疑
い
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
洞
爺
湖
消
防
署
で
は
町
内
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
し
、
自
治
会
や
各
事
業

所
等
へ
も
注
意
を
呼
び
掛
け
て
お
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
よ
り
一

層
の
注
意
を
し
て
頂
き
、
家
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
に
す
る
な
ど
、
放
火
に
対
す
る
備

え
も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
火
災
は
一
度
発
生
す
る
と
、
町
民

の
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
あ
っ
と
い

う
間
に
奪
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
も

の
で
す
。
洞
爺
湖
消
防
署
で
は
引
き

続
き
町
民
の
皆
様
へ
注
意
喚
起
を
行

い
、
火
災
発
生
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
入
江
４
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
会

長
　
高
木
明
美
氏
）は
、洞
爺
湖
町
内

で
不
審
火
が
多
発
し
た
の
を
受
け
、

４
月
30
日（
木
）19
時
か
ら
洞
爺
湖
消

防
署
職
員
３
名
と
合
同
で
緊
急
の
警

戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
急
な
呼
び
か
け
に
も
関
わ

ら
ず
９
名
の
会
員
の
方
々
に
集
ま
っ

て
頂
き
、
ま
だ
ま
だ
肌
寒
い
夜
の
町

を
徒
歩
で
パ
ト
ロ
ー
ル
に
あ
た
っ
て

い
ま
し
た
。

洞
爺
湖
町
で

火
災
相
次
ぐ
!!

入
江
４
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

緊
急
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

平
成
21
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
４
月
30
日
現
在

●
火
災
件
数
　
14
件

●
救
急
件
数
　
154
件

平
成
21
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
４
月
30
日
現
在

●
火
災
件
数
　
14
件

●
救
急
件
数
　
154
件

「
火
の
し
ま
つ
　

　
　
君
が
し
な
く
て

　
　
　
　
　
誰
が
す
る
」

■
統
一
標
語

【歳入】………………………………1,491,590千円
１．消防負担金…………………… 1,420,925千円
（内訳）伊達市…………………………705,378千円
　　　洞爺湖町………………………396,808千円
　　　豊浦町…………………………166,498千円
　　　壮瞥町…………………………152,241千円
２．使用料及び手数料…………………… 600千円
３．道補助金……………………………14,330千円
４．財産収入…………………………… 1,740千円
５．繰入金………………………………31,995千円
６．繰越金……………………………… 3,000千円
７．諸収入………………………………19,000千円
８．組合債…………………………………………0
【歳出】………………………………1,491,590千円
１．議会費………………………………… 674千円
２．監査委員費…………………………… 400千円
３．消防費…………………………… 286,613千円
４．給与費………………………… 1,107,287千円
５．公債費………………………………95,016千円
６．予備費……………………………… 1,600千円

「西胆振消防組合平成21年度予算概要」
　平成21年度予算が、西胆振消防組合議会定例会にて議決されましたのでお知らせいたします。
　歳入について、歳入グラフのとおり「消防負担金」が占める割合が最も大きく、西胆振消防組合を構成する４市町の規模
（人口割・財政割）や均等割により負担率が定められています。
　歳出では、歳出グラフのとおり「給与費」の割合が大きく、その他は消防・救急隊の装備や施設維持費などに充てられます。
　西胆振消防組合予算概要については、西胆振消防本部総務課（　0142－21－5000）まで問合わせください。

歳入合計
14億9,159万円

繰越金
0.20％ 諸収入

1.2％

組合債
0％

消防負担金
95.26％

使用料
及び手数料
0.04％

道補助金
0.96％

財産収入
0.12％

繰入金
2.15％

歳出合計
14億9,159万円

公債費
6.37％

予備費
0.11％

議会費
0.04％ 監査委員費

0.03％

消防費
0.03％

給与費
74.24％

夜のパトロールを行った入江４区婦人防火クラブ夜のパトロールを行った入江４区婦人防火クラブ



　
　
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　
　
の
免
除
申
請
を
、
７
月
か
ら
受

付
し
ま
す
。
７
月
か
ら
の
免
除
を
希

望
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず
に
役
場
戸
籍

年
金
係
窓
口
か
温
泉
支
所
窓
口
又
は

洞
爺
総
合
支
所
窓
口
で
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。（
免
除
期
間
は
７

月
〜
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。）

　
申
請
免
除
を
し
な
い
で
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
万
が
一
障

害
を
負
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金

の
請
求
が
で
き
な
い
場
合
や
、
65
歳

に
な
っ
た
と
き
の
国
民
年
金
の
請
求

も
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
要
書
類
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

で
す
。
ま
た
平
成
21
年
１
月
１
日
以

降
洞
爺
湖
町
に
転
入
し
た
方
に
つ
い

て
は
転
出
市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
る

所
得
証
明
が
必
要
で
す
。

　
世
帯
主
の
所
得
が
高
く
、
保
険
料

免
除
の
対
象
に
な
ら
な
い
30
歳
未
満

の
方
に
は
、
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
、
ま
た
、
学
生
の
方
に
は
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
の
保
険
料
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）
は
、
世
帯
主
の
所
得
も

含
め
て
保
険
料
免
除
の
対
象
と
な
る

か
審
査
し
ま
す
が
、「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
は
本
人
と
配
偶
者
の
み
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
本
人
の
み

で
判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
※
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
受
け

る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
74-
３
０
０
２

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
…

７
月
か
ら
免
除
申
請
を
受
付

し
ま
す

30
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

住民課戸籍年金係　74-3002

…そこが知りたい

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
五
月
定
例
会
よ
り

降
る
雨
は
ひ
か
り
宿
し
て
柔
ら
か
く

　
　
　
　
草
木
の
芽
吹
き
促
す
如
く
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

何
を
か
を
語
り
か
く
る
が
如
く
に
も

　
　
　
　
笑
顔
の
遺
影
に
涙
こ
ぼ
る
る
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
　
　
孝

桜
花
咲
け
ば
職
し
り
ぞ
き
て
は
や
一
年

　
　
　
　
暦
に
今
日
も
行
事
書
き
こ
む
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

花
の
風
さ
や
か
に
ゆ
れ
し
は
つ
夏
の
　

　
　
　
　
薫
れ
る
風
に
充
た
さ
れ
て
生
く
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

連
休
も
毎
日
休
み
の
我
が
身
に
は

　
　
　
　
何
の
変
り
も
無
く
て
終
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

柏
餅
若
子
は
成
人
し
飾
雛

　
　
　
　
電
話
に
問
へ
ば
寅
年
の
声
　
　
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

エ
コ
バ
ッ
ク
お
買
徳
品
に
み
た
さ
れ
て

　
　
　
　
夕
暮
れ
の
時
を
家
路
へ
急
ぐ
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

我
が
庭
に
一
人
静
が
萌
え
出
て

　
　
　
　
今
年
も
咲
き
ぬ
深
山
恋
ひ
つ
つ
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

ゆ
ふ
ぐ
れ
は
雨
の
匂
ひ
の
水
芭
蕉
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

初
音
聴
く
雑
木
林
は
閑
ま
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

花
ふ
ぶ
き
胸
に
受
け
止
め
遊
歩
道
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

軋
み
た
る
ひ
ざ
の
サ
ポ
ー
ト
花
曇
り
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

木
の
枝
に
残
る
上
着
や
花
疲
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

土
手
に
来
て
蓬
摘
み
採
る
無
農
薬
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

い
と
け
な
き
歩
の
靴
鳴
く
や
花
の
下
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

校
門
の
桜
も
お
は
よ
う
休
み
明
け
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
五
月
定
例
会
よ
り

う
な
が

は

な

し
ず

よ
も
ぎ

■日　時　６月16日（火）

　　　　　午前10時30分から午

　　　　　後３時30分まで

■場　所　洞爺湖町役場302号

　　　　　会議室

※年金手帳等をご持参してくだ

　さい。　

■問合せ　住民課戸籍年金係　

　　　　　　74-3002

年金事務相談所
開設のご案内



〈
一
　
般
〉▽
西
遊
記〈
全
４
〉平
岩
弓

枝
）
▽
晋
平
の
矢
立
（
山
本
一
力
）

▽
冬
桜
ノ
雀
・
照
葉
ノ
露
（
佐
伯
康

英
）
▽
永
井
荷
風
巡
歴（
菅
野
昭
正
）

▽
あ
・
う
ん
（
向
田
邦
子
）
▽
院
長

の
恋
（
佐
藤
愛
子
）
▽
面
白
い
ほ
ど

よ
く
わ
か
る
日
本
の
城（
三
浦
正
幸
）

▽
働
き
方
（
稲
盛
和
夫
）
▽
一
人
で

も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
親
の
介
護
か
ら
看

取
り
ま
で
（
お
ち
と
よ
こ
）
▽
新
現

代
免
疫
物
語
「
抗
体
医
療
」
と
「
自

然
免
疫
」
の
驚
異
（
中
嶋
彰
）
▽
ビ

ー
ル
の
化
学
（
渡
淳
二
）

　
　
だ
若
い
か
ら
少
し
く
ら
い
カ
ル

　
　
シ
ウ
ム
が
足
り
な
く
て
も
大
丈

夫
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
朝
食

抜
き
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
頼
っ
た
食

生
活
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
な
る

原
因
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
骨
は
毎
日
作
り
変
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
若
い
時
に
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

蓄
え
て
お
く
と
、
中
年
か
ら
の
骨
の

老
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
に
も
つ
な
が
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
元
気
で
い
き
い
き
と
人
生

を
送
る
た
め
に
毎
日
た
っ
ぷ
り
の
カ

ル
シ
ウ
ム
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◆
１
日
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
目
安

は
、
５
０
０
 
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
点
検
商
法

「
無
料
点
検
を
し
ま
す
」
な
ど
と
言

っ
て
家
を
訪
問
し
、
点
検
後
に
「
こ

の
ま
ま
だ
と
危
険
」
と
不
安
を
あ
お

っ
て
高
額
な
商
品
や
工
事
の
契
約
を

迫
り
ま
す
。

●
主
な
商
品
は
…
床
下
換
気
扇
、
ふ

と
ん
、
浄
水
器
な
ど

●
こ
こ
に
注
意
！
…
「
無
料
点
検
」は

口
実
。
訪
問
販
売
で
社
名
や
販
売
目

的
を
告
げ
な
い
こ
と
は
法
律
違
反
で

す
。
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
を
迫
る

業
者
は
要
注
意
。

　
本
当
に
必
要
な
契
約
な
の
か
、
ま

た
価
格
に
つ
い
て
は
複
数
の
見
積
も

り
を
と
り
比
較
検
討
す
る
な
ど
慎
重

さ
が
必
要
で
す
。

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
７
５
ｇ
　
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
７
５
ｇ
　
　
５
０
０
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　
　
75-

２
７
０
４

役
場
産
業
課
　
　
74-

３
０
０
５

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

毎
日
の
食
事
に

カ
ル
シ
ウ
ム

消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

あ
な
た
を
狙
う

悪
質
商
法

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
６
月
の
休
館
日

11
日
・
18
日
・
25
日
・
７
月
２
日
・
９
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

◆現況届手続期間　６月30日まで
◆届出場所　健康福祉課・洞爺湖温泉支所・洞爺総合支所   
            住民係
◆現況届に必要な添付書類など
　　　　　　・印鑑
　　　　　　・健康保険証の写し（サラリーマン等である
　　　　　　 場合に提出）
            ・前住所地の市区町村長が発行する児童手
　　　　　　 当用所得証明書（平成21年1月1日現在、洞
             爺湖町に住所がなかった場合に提出）

　出生または転入により、まだ児童手当等の申請をされ

ていない方、前回の判定において所得制限などにより児

童手当等を受けられていない方は、本庁健康福祉課まで

ご連絡ください。

　児童手当などを受けている方は、毎年６月に『現況届』

を提出しなければなりません。

　この届出は、毎年６月１日における状況を記載し、児童

手当等を引き続き受ける要件があるかどうかを確認する

ためのものです。

　この届出がないと、６月分以降の児童手当が受けられ

なくなりますので、忘れずに手続きをしてください。

児童手当等を受けられていない方

現在児童手当を受けられている方

健康福祉課 福祉・高齢者グループ　74-3001

児童手当等に関する申請書類の提出



　
本
年
度
第
２
回
目
の
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
財
産
、
家

族
、
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
お
悩

み
の
問
題
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
の
際
に
は
、
具
体
的
な
資
料

な
ど
が
あ
れ
ば
、
持
参
さ
れ
ま
す
と

よ
り
効
果
的
で
す
。

■
日
　
　
時
　
６
月
26
日（
金
）午
後

　
　
　
　
　
　
１
時
〜
３
時

■
場
　
　
所
　
洞
爺
湖
観
光
情
報
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー
　
町
民
ホ
ー

　
　
　
　
　
　
ル（
旧
火
山
科
学
館
）

■
相
談
対
応
　
弁
護
士
　
馬
見
州
一

　
　
　
　
　
　
先
生

■
申
込
み
・
締
切
り

　
６
月
24
日（
水
）住
民

　
　
　
　
　
　
課
住
民
係
　
74-

３

　
　
　
　
　
　
０
０
２

　
平
成
21
年
度
か
ら
労
働
保
険
料
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）の
申
告
・
納
付

の
手
続（
労
働
保
険
年
度
更
新
）を
行

う
時
期
が
、
社
会
保
険
の
算
定
基
礎

届
の
提
出
期
間
と
統
一
さ
れ
、
６
月

１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

　
手
続
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
労
働
保
険
料
の
算
定
対
象

期
間
は
、
従
来
ど
お
り
４
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
手
続
期
間
　
６
月
１
日
〜
７
月
10

　
　
　
　
　
　
日

■
申
告
・
納
付
先
　
最
寄
り
の
金
融
機
関

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
室
蘭
労
働
基

　
　
　
　
　
　
準
監
督
署

　
詳
細
は
、
室
蘭
市
入
江
町
１
番
地

13
、
室
蘭
地
方
合
同
庁
舎
４
階
室
蘭

労
働
基
準
監
督
署
労
災
課
　
０
１
４

３-

23-

６
１
３
１

　
平
成
19
年
11
月
１
日
よ
り
、
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
停
電
情
報
を
お
知
ら

せ
す
る
「
ほ
く
で
ん
停
電
情
報
サ
ー

ビ
ス
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
室
蘭
支
店
管
内
で
停
電
が
発
生
し

た
際
は
、
次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ

掛
け
ま
す
と
、
無
料
で
現
在
の
停
電

地
域
な
ど
の
情
報
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
　

　
24
時
間
対
応
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０-

７
６
８-

１
２
１

■
日
　
時
　
７
月
11
日（
土
）13
時
〜

　
　
　
　
　
17
時

■
場
　
所
　
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議

　
　
　
　
　
会

■
内
　
容
　
講
演
会
　
 
「
高
齢
者
・

　
　
　
　
　
障
害
者
に
優
し
い
車
」／

　
　
　
　
　
 「
腹
圧
性
尿
失
禁
、そ

　
　
　
　
　
の
他
の
排
尿
障
害
」／
 

　
　
　
　
　
そ
の
他
介
護
相
談
会

■
主
　
催
　
　
北
海
道
理
学
療
法
士

　
　
　
　
　
会
日
胆
支
部
（
担
当
大

　
　
　
　
　
山
・
　
74-

２
５
５
５

　
　
　
　
　〈
洞
爺
協
会
病
院
〉）

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附
物
品

▼
菊
地
新
市
さ
ん（
虻
３
区
）は
10
万

円●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

informationinformation

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
のお知

ら
せ

労
働
保
険
年
度
更
新
の

手
続
は
お
早
め
に

「
ほ
く
で
ん
停
電
情
報
サ

ー
ビ
ス
」の
開
始
に
つ
い
て

理
学
療
法
週
間
２
０
０
９

「
ひ
ろ
が
り
と
つ
な
が
り
」

心
か
ら
お
く
や
み申

し
あ
げ
ま
す

故松谷和男さん
■４月22日死去
■59歳■遺族はセ
ツさん■温８区

寄

付

故工藤　勇さん
■４月１日死去
■90歳■遺族は安立
ヱミ子さん■清水区

故西郷チヤさん
■４月３日死去
■94歳■遺族は勝
昭さん■虻１区

故山本キヨさん
■４月３日死去
■92歳■遺族は利
雄さん■温５区

故木下秀子さん
■４月５日死去
■86歳■遺族は俊
雄さん■洞第５

故後藤研悦さん
■４月７日死去
■58歳■遺族は京
子さん■入１区

故濱本ミサノさん
■４月10日死去
■85歳■遺族は西本
絹子さん■泉区

故大平勝雄さん
■４月22日死去
■69歳■遺族は愛
さん■青１区

故西村利昭さん
■４月22日死去
■69歳■遺族は邦
子さん■温３区

故菊地重市さん
■４月24日死去
■89歳■遺族はツ
ヤ子さん■虻３区

故石黒まさ子さん
■４月26日死去
■83歳■遺族は達
之さん■虻５区

故能登義孝さん
■４月29日死去
■46歳■遺族は照
恵さん■虻６区



※広報と一緒にチラシを各戸配布していますので  
　詳しくはチラシをご覧ください。
■お申込み
　６月29日（月）までにお申込みください。
　＊虻田地区の方・・・・健康福祉センターさわやか
　　まで電話にてお申し込みください。
　＊洞爺地区の方・・・・申し込み方法が変わりまし
　　た。今回から電話かファックスにて申し込み
　　ください。
　　電話の場合は健康福祉センターまで申し込み
　　ください。ファックスの場合は各世帯にチラ
　　シと「健診申込書」を同封していますので、記
　　入のうえ、健康福祉センターまで送信してく
　　ださい。

●健診の予約・内容／健康福祉センターさわやか
　　76-4006・FAX76-1877
●受診券／住民課国保医療係　74-3002

問合
わせ

特定健康診査、肝炎ウイルス、胃・
大腸・前立腺がん検診のお知らせ

地 区

日 程

会 場

虻田地区

７月14日(火)・15日(水)

健康福祉センターさわやか

洞爺地区

７月16日(木)・17日(金)

洞爺ふれ愛センター

■日程・会場

新型インフルエンザをひろげないために!!
感染予防をしましょう
★手洗い・うがいを習慣にしましょう。
★栄養バランスのとれた食生活、適度な運動などで、体力をつけましょう。
★加湿に心がけましょう。
★なるべく人ごみを避け、人ごみではマスクを着用しましょう。
★せきやくしゃみをするときは、周りの人から顔をそむけ、鼻と口をティッ
　シュでおおいましょう。（咳エチケット）。
★流行により、流通に影響が出ることが予想されるので最低２週間程度分
　の長期保存可能な食料品や生活必需品を備蓄することが勧められてい
　ます。

故北島哲郎さん

■４月11日死去

■73歳■遺族はマ

サエさん■泉区

故伊藤照子さん

■４月12日死去

■81歳■遺族は虎

喜さん■青２区

故賀上タツミさん

■４月20日死去

■100歳■遺族は

力さん■温１区

故竹田吉秋さん

■４月29日死去

■93歳■遺族はハ

ナエさん■洞第３

故石井京子さん

■４月30日死去

■70歳■遺族は博

人さん■泉区

▼
西
館
歌
謡
連
合
会
（
会
長
　
西
館

鉄
雄
）
さ
ん
（
入
１
区
）
は
３
万
円

（
寄
付
物
品
）

▼
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん
（
虻
１
区
）
／
▼

坂
井
千
枝
さ
ん
（
温
３
区
）

第34 回　洞爺産業まつり第34 回　洞爺産業まつり

●バーべキュー
◆前売券　1,300円
◆当日券 1,500円
〈前売取扱い〉
　・町内の各商店
　・とうや湖農協
地場産野菜まき・14:00～

●アトラクション
・自衛隊第7艦隊
・よさこいソーラン
・曙獅子舞など

主催/洞爺湖町洞爺産業まつり実行委員会
(洞爺総合支所　82-5111)

主催/洞爺湖町洞爺産業まつり実行委員会
(洞爺総合支所　82-5111)

　６月１日から９月30日までの

間は、事務効率の向上と省エネ

ルギーのため、役場職員はノー

ネクタイ、ノー上着で執務をし

ます。町民皆さんのご理解をお

願いします。

６月１日から役場
もクールビズ

　日本ハムファイターズのマスコット「Ｂ・Ｂ」が洞爺湖町を訪れ、町民
との交流を行いますので、ぜひ参加ください。
  ■期 　 日　６月25日（木）
  ■時  　間　18：00～（１時間程度）
  ■会 　 場　洞爺湖文化センター
  ■対　  象　洞爺湖町民
  ■内　  容　Ｂ・Ｂとの写真撮影会、サイン会など
  ■問 合 せ　観光振興課　75-4400

　日本ハムファイターズのマスコット「Ｂ・Ｂ」が洞爺湖町を訪れ、町民
との交流を行いますので、ぜひ参加ください。
  ■期 　 日　６月25日（木）
  ■時  　間　18：00～（１時間程度）
  ■会 　 場　洞爺湖文化センター
  ■対　  象　洞爺湖町民
  ■内　  容　Ｂ・Ｂとの写真撮影会、サイン会など
  ■問 合 せ　観光振興課　75-4400

日本ハムファイターズマスコット「Ｂ・Ｂ」との交流会



人口と世帯の動き(平成21年4月30日現在)　男…4,925人(＋17)　女…5,603人(＋26)　計…10,528人　世帯…5,255世帯(＋56)

(６月10日～７月９日)６月のイベントカレンダー６月のイベントカレンダー
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

6/10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 7/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

・いきいき学園開催
（教）

・フッ素塗布
（さ）13:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～
・保育所開放
（本）10:00～
・献血（洞爺地区）

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～

・保育所開放（本）
10:00～
・縄文シティサミッ
トinとうや湖(文)
13:15～

・保育所開放（本）
10:00～
・洞爺地区健康相談
(総)10:00～

・縄文シティサミッ
トinとうや湖(文)
９:30～

・自然に親しむ集い
２ アートスクール
in洞爺

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　
・保育所開放（本・入）
10:00～
・乳児検診（さ）
13:00～

・日本ハムマスコッ
トとの交流会(文)
18:00～

・縄文なぞなぞ（ビ）
10:00～

・文学座（芸）

・ヤナギで作ろう
（財）14:00～

・洞爺産業まつり
（洞爺中央公園）

・サミット記念の森の
つどい10:30～（文）
記念植樹13:30～
・自然に親しむ集い１
－中島ー集合8:45（文）

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006/・総＝洞爺総合支所　82-5111/・本＝本町保育所　76-2673/・入＝入江
保育所　76-4317/・ビ＝洞爺湖ビジターセンター　75-2555/・財＝洞爺財田自然体験ハウス　82-5999/・文＝洞爺湖
文化センター　75-4400/・教＝社会教育課　74-3010/・芸＝洞爺芸術館　87-2525

　社団法人照明学会北海道支部（萩

原亨支部長）が選定する、北海道

優秀照明施設賞に、洞爺芸術館が

受賞しました。

　毎年その年の優秀な照明施設表

彰するもので、同館以外に８つの

施設が受賞しました。
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　昨年のサミットの影響か、今年の洞爺湖マラソンは、過去最多の出場者。天
気に恵まれ洞爺湖の素晴らしさをアピールできたのでは……。▼来月は縄文シ
ティサミットが開催するなど、とにかく私達の住んでいるところは宝にあふれ
ています。▼この宝をどのように見せていくのかが難しいところです。▼廃園
寸前のところまでいった旭山動物園のこんにちの姿を見れば、活路は開かれる
はずです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ．О）
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優秀証明施設賞を受賞した洞爺芸術館優秀証明施設賞を受賞した洞爺芸術館


